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世界を旅し経巡る物語
変装したブッダと井戸の中にいる男の寓話
ルゥイトガード・ソーニー
翻訳：一色　大悟
変装したブッダ
キリスト教徒のヨサファト
　1583 年に二人の伝説上のキリスト教徒が『ローマ殉教録』（Roman Martyrology）に受け入れられ、キリスト教正
教会の暦にだけでなくローマカソリック〔の暦〕においても、彼らには彼らの祝日が与えられた。その二人の聖人
とはバルラーム（Barlaam）とヨサファト（Josaphat）である。
　彼らの伝説はインドの王子ヨサファトの生涯を伝えている。彼は異教徒の王の息子であり、その王はキリスト教
の信仰を嫌い、彼の国土でキリスト教徒を迫害していた。ヨサファトが生まれた時、彼はキリスト教徒になるだろ
うと予言された。父〔王〕は、その息子を壮麗な宮殿の中に閉じ込め、人生にあるすべての苦い局面を寄せ付けな
いことで、この予言を妨げ阻止しようとした。しかしながら、ある時期にヨサファトはこの過保護な生活を疑いは
じめ、宮殿の外に視線を向けることを許されることに成功した。父〔王〕は宮殿の周りの環境を牧歌的で完全に喜
びに満ちた世界であるかのように保ったが、ヨサファトはハンセン病患者と盲人、そして白髪で歯がなく老いのた
め腰が曲がった人に遭遇した。かくして彼は、病と差し迫っている死について学んだ。ヨサファトがこれらの経験
を回想し人生の無常を熟考していた間に、キリスト教徒の苦行者であるバルラームが、宝石商人に変装して、彼を
訪ねた。バルラームは彼に人間〔がおかれた〕状況についての寓話を語り、また彼に救済についてのキリスト教の
教義を教えた。そうして彼はヨサファトを改宗させたが、父〔王〕を悲嘆に暮れさせることになった。さらにヨサ
ファトは苦行者の生活をおくることを決心した。父〔王〕は、教義問答で彼を取り巻き、世俗の誘惑を王子に浴び
せかけることによって、一層はげしく彼を取り戻そうとした。しかしながらヨサファトは意志堅固だった。その
後、彼は有徳で高徳な生活を送り、荒野で隠者として最期を迎えた。
　以上が、アトス山のエウティミオス（Euthymios of Mount Athos）によって十世紀にギリシア語で書かれた、
『バルラームとヨアサフ（Ioasaph）』という聖人伝的小説のごく簡単な概説である。ヨーロッパ中世において、そ
れは極めて大切にされた物語となり、二十以上の言語に翻訳され、散文だけでなく韻文〔で書かれた〕多くの
ヴァージョンに語り直された。それはイエズス会士たち（1）によって戯曲化され、そして書物の挿絵やフレスコ壁
画において、目に見えるように描写された。この啓発物語は、人生の意味についての問いに対し苦行主義の理想を
提示することで回答するものであり、キリスト教の信仰の勝利を指摘する。そしてそれは、例えば十六世紀の日本
においてのように、キリスト教宣教師たちによって、改宗の物語として使用された。
ヨサファトか、ブッダか？
　幾人かのキリスト教ヴァージョンの編者と翻訳者による、ヨサファトをブッダと関係づけた、いくらかの不確か
な資料は存在したのだが、その伝説は二人の高名なキリスト教聖人についての中世ヨーロッパにおける聖人伝とし
て称賛された。この種の受容の一例は、シャカムニ・ブッダについてのマルコ・ポーロによる報告に対するディオ
ゴ・デ・コートの読解である。マルコ・ポーロは、彼の旅行記（『東方見聞録』（Il Milione）1298/99）（2）において
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それを述べ、セルガモニ・ボルカン王子について語った。〔王子は〕王である父によって、十分に保護された幸せ
な環境の中で育てられたため、死と老いという現実に悩まされることがなかった。しかし彼は、死者と老いに打ち
ひしがれた人と遭遇した後に、苦行者となった。マルコ・ポーロは、セルガモニ・ボルカンがキリスト教徒であっ
たなら、彼は偉大なキリスト教聖人であっただろうに、と付け加えている。この報告は、ポルトガル人のドミニコ
会修道士であり歴史家であったディオゴ・デ・コートによって 16 世紀後半に注釈された。彼は、ブッダとヨサ
ファトの伝記における、はなはだしい類似性に気づいた。彼は西洋出身の人物として、また敬虔なキリスト教徒と
して、ブッダは異教徒らによって聖人ヨサファトを模して作られた（3）、と結論した。しかしながら、この意見は
それほど注目されることのない注釈であった。およそ 1859 年になってようやく、シッダールタ王子が保護されて
教育されたこと、そして彼が老、病、死、出家者と四度の決定的な邂逅をしたことが、ヨサファトの物語の中核部
分となっていることが認知された。その発見は、スタニスラス・ジュリアン（Stanislas Julien）による中国語から
のアヴァダーナ（仏伝文学）の翻訳（4）とバルテルミ・サンチレール（Barthélemy Saint-Hilaire）の著書『ブッダ
と 彼 の 宗 教 』（Le Bouddha et sa religion）（5） に よ っ て 準 備 さ れ た。 エ ド ゥ ア ー ル・ ラ ブ ラ イ エ（Édouard 
Laboulaye、1859 年）とフェリックス・リーブレヒト（Felix Liebrecht、1860 年）は独自に、バルラームとヨサ
ファトの伝説がインドに起源することを言及した（6）。この発見は、物語の伝達についての原典資料と歴史に関す
る、広汎に渡り実りの多い研究のはじまりとなった（7）。
諸文化、諸宗教、諸言語を貫く物語の道
　ブッダの伝説が西洋まで旅し、キリスト教の外観で覆われるようになる前に、それはマニ教ヴァージョン（おそ
らく中期ペルシア語と古トルコ語）とイスマーイール派イスラム教（アラビア語）ヴァージョンを通過した。
Kitāb Bilawhar wa Bûḏâsf は、グルジア語で〔書かれた〕最古のキリスト教ヴァージョン、すなわち Balavariani の
源泉となった資料である。それによって、その伝説はキリスト教圏に入ってきた。13 世紀のヘブライ語の韻文小
説 Sefer Ben ha-Melech we-ha-Nasir はイスラム教のアラビア語ヴァージョンに依拠している。
　上で言及した、エウティミオスによって書かれたギリシア語小説は、Balavariani に依拠し、キリスト教アラビ
ア語訳の原型となり、エチオピア語〔ヴァージョン〕（Baralam wa-Yewasaf）がそれに続いた。ラテン語への翻訳
は、多くのヨーロッパ言語で〔書かれた〕さらなるヴァージョンへとつながった。第二千年紀においてキリスト教
宣教師はその物語を中国語へと翻訳した。高名なイエズス会士であるマテオ・リッチ（Matteo Ricci、1610 年没）
は、バルラームとヨサファトの物語の中国語訳について彼の『歴史著作集』（Opere storiche）の中で言及している。
そのヨアサフ伝は、イエズス会士ニコロ・ロンゴバルディ（Nicolo Longobardi）に訳されたもので、『聖若撤法始
末』というタイトルのもと 1645 年に木版印刷された（8）。16 世紀後半には、バルラームとヨサファトの物語の短縮
版が、宣教師たちによって日本に広まった（9）。フィリピンで熱心に活動していた宣教師は、フィリピンの言語で
あるタガログ語への翻訳を生み出した。〔それは〕アントニオ・デ・ボルハ（Antonio de Borja）によってマニラ
で 1712 年に出版された（10）。
　ブッダの伝説の旅は、近縁にある様々な主人公の固有名詞に反映されている。
 Bodhisattva: Bûdḏâsf（アラビア語）；Iodasaph（グルジア語）；Ioasaph（ギリシア語）；Josaphatus （ラテン語）。
 Bhagavan: Bilauhar（アラビア語）；Balavar（グルジア語）；Barlaam（ギリシア語、ラテン語等）。
なんと成功した物語であることか！
　インドからヨーロッパと東アジアへ向かったブッダの伝説の冒険。いかなる版権を顧慮することもないプロット
の「貿易」。〔異なった宗教の〕教義を説明し、その教えを広めることを目的として、異なった宗教によってそれか
らそ〔のプロット〕が構成されるところの用例。一つのプロットが何人もの学匠に役立ったという事実。イスラム
教の主人公たちとキリスト教の聖人たちにとっての、仏教の原型が後に発見されたこと。そして 20、21 世紀にお
いてこれらの特色について数多くの研究と再考察がなされたこと。以上のようなこの物語のすべての局面は、そ
〔のバルラームとヨサファトの物語〕を人文学の宝に選び出す。認められているように、異文化圏、異宗教圏にお
いてはその物語の異なった側面が強調され、異なった信仰は登場人物と彼らの行動をその制度と教訓的意図にふさ
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わしいように作り変えた。シッダールタ王子は、世俗的な生活を経験した後に、それを放棄した人物として登場す
る。そして、老、病、死、苦行を見て奮起したため、彼は正しい道の探求を独力で開始した。しかしながら、キリ
スト教のみならずイスラム教の物語では、主人公には将来に影響を与えることになる苦行者である指導者がおり、
特にキリスト教徒のヨサファトは完全な純潔と三位一体への信仰によって特徴付けられている。しかし、諸文化と
諸宗教を超えて、それは王子の離俗と啓発の物語である。権力と富をともなった王室の地位は、まさにそれらすべ
てから出離する行動と対照される重要な特色である─貧者の出離であったならば、〔それほど〕印象的でも模範的
でもなかっただろう。俗世の幸福が束の間のものであること、すべてものが無常であること、苦悩という点から見
た、正しい道についての本質的な人間の省察を、その物語は例証する。
井戸の中にいる男の寓話
　バルラームがヨサファトに人間〔がおかれた〕状況の諸側面と救済への道のりを寓話（教訓話）によって教えた
ことは、上で既に述べた。これらの教訓話の中で、ほぼすべてのヴァージョンの物語に見いだされるものの一つ
が、井戸の中にいる男の寓話である（11）。それは、世界を駆け巡った物語の、もう一つの例である。そ〔の物語〕
はインドまで遡ることができる。〔インドにおける〕その〔物語の〕最古の証拠は、後 2、3 世紀以降のアマラー
ヴァティーとナーガールジュナコンダに由来する、仏教のレリーフである（12）。我々は、仏教ヴァージョン〔のこ
の物語を〕ただその中国語諸訳から知っている。その物語のあるヴァージョンはマハーバーラタ（Mahābhārata）
において語られており（13）、また我々はいくつものジャイナ教資料、〔すなわち〕ハリバドラ（Haribhadra）の
Samarāiccakahā（8 世 紀 ）、 ア ミ タ ガ テ ィ（Amitagati） の Dharma Parīkṣā（1014 年 ）、 ヘ ー マ チ ャ ン ド ラ
（Hemacandra）の Pariśiṣṭaparvan（13 世紀）に、そ〔の物語〕を見出すことができる。もっとも整合的な描写の
一つは、サンガダーサ（Saṅghadāsa）の Vasudevahiṇḍi（おそらく 6 世紀以降）から得られるジャイナ教ヴァージョ
ンであり、〔それは〕「感覚の悦びについての譬喩としての蜂蜜の滴りという訓話」と呼ばれる。
 ある男が隊商とともに荒野を旅していた。盗賊団が隊商を散り散りにし、その男がそれから離れた時、彼は方向
を失ってさまよった。発情した野生の象が彼を攻撃した。男は逃げている時に、古く、生い茂った井戸を見た。
その縁には巨大なイチジクの木があり、おびえた男は井戸の中に垂れ下がっているその枝の一つを掴んだ。彼は
枝にしがみつくと井戸の中にぶら下がり、自分の周りを見渡した。なんと、井戸の底に彼が見たのは、大きく口
を開け、彼を食べようとしている巨大なニシキヘビであった。彼の脇には四匹の毒蛇が彼を咬もうとしていた。
彼の頭上では、白と黒の二匹のネズミがその枝を齧っていた。象は彼の髪の毛に鼻で触れていた。
 　しかしながら、木には大きな蜂の巣があった。象によって木が揺すられた時、風が数滴の蜂蜜をその男の口に
吹きつけた。そして、彼はこれを味わった。その時、蜂が辺り一面に飛び交い、彼を刺そうとしていた。
 　［語り手が問う。］さあ、あなたは何がこの状況下でのこの男の幸せだと思うか。
 　［聞き手が言う。］蜂蜜は、彼が望んだもので、これは彼の幸せだが、他のすべては不幸せだと思う。
 　［語り手が言う。］その通り。
 さて、その寓話の意味は〔以下の通り〕。
 輪廻、つまり再生の輪環にある魂は、その男のようなものである。生老病死に取り巻かれた輪廻という荒野は、
その荒野のようなものである。死は、その野生の象のようなものである。神あるいは人間への生まれは、その井
戸のようなものである。地獄あるいは動物界への再生は、そのニシキヘビのようなものである。怒り、高慢、欺
瞞、貪りという再生を導く四つの悪い感情は、他の蛇のようなものである。生命の持続期間は、その枝のような
ものである。月の白分〔、つまり新月から満月に至る半月、〕と黒分〔、つまり満月から新月に至る半月、〕と
は、その二匹のネズミのようなもので、昼夜をかじりとることで余生を短くする。行為が束縛する理由、つまり
愚かさ、感覚の悦びへの執着、誤った信仰は、その木のようなものである。音声、触覚対象、味、形状、におい
という感覚対象は、その蜂蜜のようなものである。身体を襲い、そ〔の身体〕の中で広がる病は、その蜂のよう
なものである。
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 　自身をそのような恐れと苦痛において見出した者は、彼の幸せを何から得るだろうか。─幸せの観念は、蜂蜜
にある甘い味わいからしか立ち現れない。
 　もし、完成された強大な超自然的存在が「来たれ。我が愛し子よ。私の手をとれ、私が汝を引き出すことがで
きるように」と彼に言うとしたら、彼はそれを望むだろうか。─どうして彼は、彼の苦悩という檻から解放され
ることを好まないであろうか。─彼は蜂蜜のために「まず蜂蜜で満足させてください。その後であなたは私を引
き出してよい」と愚かにも言うだろう。
 　しかし、一体どこに彼にとっての充足があろうか。もしも支えている枝が切断されたならば、彼はニシキヘビ
の口に転落するだろう。（14）
　この寓話は、ペルシア経由でインドを離れた。そのモティーフはイスラム世界で広く知られ、多くの世紀を通し
て文学作品に用いられた。6 世紀のボルゾーエー（Borzōē）の Pañcatantra の翻訳に付された彼の序文中に、そ
〔の寓話〕は含められている。同書はもはや現存していないが、イブン・アル＝ムカッファ（Ibn al-Muqaffa）に
よる、アラビア語訳 Kalīla wa Dimna が存在している。そして、伝達の別の進路において、その寓話は、
Balavariani を経由してバルラームとヨサファトの小説へと至ることになる、Kitāb Bilawhar wa Bûḏâsf に含まれる一
教訓話として（15）、イスラム教の東洋からキリスト教の西洋へと伝えられた。それは中世において広く知られ、語
られた。そして現代においてなお、世界の文学の一部であり続けている。レフ・トルストイは彼の『懺悔』の中で
それを語り直した。はじめに彼は「東方の古い寓話」としてそれに言及し、その後でそれを「寓話ではなく、本当
の、議論の余地のない、わかりやすい真実」と讃えた（16）。
　世界の甘美さについての寓話は、すでにその故国であるインドにおいて少々の変化をともなって語られ、それが
旅する途上において、異なった諸伝統の影響によっていくつもの〔内容の〕交代を経験した。ある変化形では象が
ユニコーンに置き換えられ、別のものではラクダ、あるいはライオンにも〔置き換えられた〕。男は必ずしも井戸
に逃げこむわけではなく、穴に落ちたり、木の上に立ったりする。〔毒〕蛇は、ジャイナ教ヴァージョンでは四つ
の感情を象徴しているが、四大元素あるいは身体の四体液とも解釈される。男はすべて〔のヴァージョン〕でかな
らず蜂蜜を味わうわけではなく、あるヴァージョンではマナあるいは甘いベリーを〔味わう〕。その寓話の禅宗
ヴァージョンは、虎と崖からぶら下がった男がイチゴを味わうことを物語る。これらの特色は、『沙石集』の第十
八話（17）と、禅宗の物語の近代に〔編まれた〕多くの選集に見いだされる。しかしながら、その寓話の典拠と、中
国と日本におけるそれらの歴史と、東アジアにおいてその伝統が継続したことについての問題は、比較研究（18）の
特別な関心を惹き起している。
　異なった諸哲学、諸宗教、諸文化の人間の条件（conditio humana）に関する見解には、人生にある諸々の評価
不能なものと世俗の物事の無常性を指摘するものがある。それらは実に、相違しまた競合しさえする諸理論、諸教
義、諸態度を導出する。しかし、上記の物語が世紀と大陸を越えて伝わった顛末は、あるモティーフに備わる、一
種の普遍的な要請と有効性を顕示している。〔そのモティーフとは〕たとえば、出家者の王子や、あるいは生に執
着し、数滴の蜜を味わうことで自身のおかれた危険な実存的状況を忘れている男のようなものである。
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注
1 ヨーロッパで上演されたイエズス会劇の他にも、1653 年にタンジョールにおいてタミル語でヨサファット劇が上演された証
拠がある。Cf. Volk［2009：p. 154］.
2 Benedetto［1928：Cap. CLXXIX, 8-45］.
3 Yule［1903：p. 325］に引用されている。
4 Julien［1859］.
5 Saint-Hilaire［1860］.
6 Laboulaye［1859：pp. 2-3］は、ジュリアン訳アヴァダーナの書評の中でそれに言及した。Liebrecht［1860：pp. 314-334］
も見よ。
7 この主題についての文献は膨大であるが、ここでは近年出版された三書のみを言及すれば十分である。これらは共に、労作
である参考文献表を記載している。Cordoni［2014］; Lopez and McCracken［2014］; Volk［2009］.
8 Cf. Volk［2009：p. 153］.
9 「尊きコンヘソレスさんばるらあんとさんじょさはつの御作業」（『さんとすの御作業の内抜書』加津佐版 1591 年、第 1 巻
pp. 239-274）。同書において、バルラームの物語は 17 の聖者伝の第 16 番目である。Cf. Volk［2009：p. 153］；Ikegami
［1999：p. 31-65］.
10 Cf. Ikegami［1999：p. 31］.
11 ラブライエがこの寓話を中国語のアヴァダーナのフランス語訳の中で発見したことから、この寓話は、バルラームとヨサ
ファトの小説にインドあるいは仏教の原型があることをラブライエが突き止める手がかりの一つとなった。上記注 6 参照。
12 Zin［2011］による網羅的な論述を見よ。
13 Mahābhārata 11. 5-6, pp. 19-24 BORI, Poona 1956.
14 Mette［2010：pp. 68-69］によるサンガダーサの Vasudevahiṇḍi ドイツ語訳に依拠した。
15 Volk［2009：p. 109］はキリスト教のバルラームとヨサファトの源泉となった Kitāb Bilawhar wa Bûḏâsf がおそらくイブン・
アル＝ムカッファによって編纂された、と述べる。
16 Wiener［1904：p. 22］.
17 無住一円『沙石集』。千崎如幻とポール・レプス（Paul Reps）によって、101 Zen Stories （Philadelphia, 1940）中に転写され
ている。
18 Zin［2011：pp. 74-79］は、中国（例えば泉州開元寺の浮き彫）と日本（例えば鎌倉時代の絵巻物）に由来する、いくつかの
絵画表現を引用している。
